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マドリン (chmadrin) と名付けた。クマドリンの全体構造を決定した所， クマドリンは約300kD の巨大な未知分子で
あり， Ki-67 抗原と限られた領域で相向性を示した。クマドリンの一次構造上の最大の特徴は蛋白質の中央部および






局在する o 分裂後，姉妹細胞で再構築される核小体に一部が局在するが，大部分は分解されると思われる o

















kD の新規タンパク質をえ， chmadrinと命名した。このタンパク質は 2 種の興味深い繰り返し構造を持ち，部分タ
ンパクの発現実験などから，それぞれ自己集合と染色体上への配置とを担っている可能性が示唆された。 chmadrin
は分裂が終了するといったん分解され，非分裂期に合成されて核小体に蓄積し，分裂期に染色体上に移動・結合する
という興味深い挙動をとるo これはchmadrinが他の機構によってさらに制御されていることを示し，細胞生物学に
新たな問題を提示した。このように高木君の研究は独創性に富み，細胞生物学研究への寄与は大きく，博士(理学)
の学位論文として十分価値のあるものと認める。
